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昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
の
三
月
下
旬
、
長
い
一
人
旅
の

終
着
駅
大
連
に
着
い
た
。
早
速
、
工
養
教
務
主
任
の
仮
屋
先
生

を
訪
ね
、
同
校
入
試
の
手
続
き
を
と
り
、
満
鉄
社
員
会
宿
泊
所

へ
落
ち
着
い
た
。
合
格
決
定
後
は
毎
日
宿
泊
所
を
中
心
に
、
大

連
の
名
所
旧
跡
を
巡
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
政
時
代
の
由
緒
あ
る
官

衙
跡
の
宿
舎
に
は
よ
く
満
鉄
社
員
が
見
え
満
州
の
話
を
し
て
く

れ
た
。

間
も
な
く
、
現
地
採
用
者
、
内
地
組
が
入
室
し
、
看
板
も
工

養
隊
舎
に
変
わ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
一
月
に
卒
業
、
即
日
、
特
別
市
の
満
鉄
新
京
工

事
事
務
所
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
同
期
の
機
械
暖
房
科
卒
の
片
岡

君
と
赴
任
す
る
。
新
京
（
長
春
）
駅
頭
の
寒
さ
に
は
震
え
あ

が
っ
た
。

仕
事
に
も
慣
れ
首
都
の
生
活
を
謳
歌
し
て
い
た
が
、
仕
事
上

の
不
満
も
出
て
、
片
岡
君
と
大
連
鉄
道
学
院
予
修
部
の
生
徒
募

集
試
験
に
応
募
、
共
に
合
格
し
、
新
京
に
別
れ
を
告
げ
大
連
に

向
か
っ
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
無
事
に
卒
業
、
伏
見
台
の
技
養
第
二
部
土

木
科
に
進
学
、
片
岡
君
は
機
械
科
で
奉
天
技
養
に
入
学
し
た
。

蔦
町
隊
舎
に
入
寮
す
る
。
澤
田
舎
監
が
寮
長
だ
っ
た
が
食
事
の

粗
末
な
の
に
は
閉
口
し
た
。

昭
和
十
九
年
二
月
、
大
連
鉄
道
技
術
員
養
成
所
第
二
部
土
木

課
卒
業
。
チ
チ
ハ
ル
鉄
道
局
札
蘭
屯
工
務
区
勤
務
の
辞
令
を
受

け
る
。
工
務
区
長
は
平
松
市
の
佐
久
間
先
生
の
同
期
で
、
紹
介

状
を
書
い
て
も
ら
い
一
躍
大
連
を
後
に
北
へ
向
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
六
月
、
徴
兵
検
査
に
合
格
、
入
隊
を
待
機
し
な

が
ら
不
安
な
毎
日
を
迎
え
て
勤
務
し
て
い
た
。
日
本
の
敗
戦
が

色
濃
く
な
り
始
め
て
き
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
、
満
州
第
六
一
二
部
隊
に
入
隊
。
国
境
の

街
、
■
琿
の
郊
外
の
梁
家
屯
に
あ
る
。

■
琿
陣
地
は
小
興
安
嶺
の
支
脈
の
突
端
に
あ
り
、
一
見
何
の



変
哲
も
な
い
丘
陵
地
帯
で
あ
る
が
「
北
鎮
台
」
と
呼
ば
れ
る
大

要
塞
で
、
い
く
つ
も
の
丘
陵
に
陣
地
が
地
下
深
く
の
び
て
い

た
。
所
属
中
隊
の
守
る
南
山
陣
地
に
立
つ
と
、
蛇
行
す
る
大
河

「
黒
龍
江
」
が
は
る
か
眼
下
に
見
え
、
つ
づ
く
シ
ベ
リ
ア
の
大

平
原
は
雲
か
霞
か
、
茫
洋
た
る
ひ
ろ
が
り
の
中
に
沈
ん
で
い

た
。
激
し
い
訓
練
の
合
間
に
陣
地
の
警
備
を
入
念
に
行
っ
て
い

た
。部

隊
は
別
名
「
第
六
国
境
守
備
隊
」
と
称
し
、
昭
和
十
三
年

創
設
の
精
鋭
部
隊
で
通
常
「
六
国
」
と
呼
ば
れ
、
ノ
モ
ン
ハ
ン

へ
も
出
動
し
て
い
た
。

私
は
歩
兵
第
二
中
隊
小
銃
班
に
編
入
さ
れ
、
直
ち
に
厳
し
い

初
年
兵
教
育
が
始
ま
っ
た
。
朔
風
の
な
か
残
雪
に
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
の
陣
地
で
の
戦
闘
訓
練
が
つ
づ
き
、
小
休
止
で
入
っ
た

地
下
壕
の
入
り
口
に
「
陣
地
は
わ
れ
ら
の
墓
場
」
と
大
書
し
て

あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
検
閲
が
終
了
す
る
と
同
時
に
同
年
兵
の

大
半
が
い
な
く
な
っ
た
。
突
撃
大
隊
、
艇
身
大
隊
に
転
属
さ
れ

た
の
だ
。
私
は
数
少
な
い
中
隊
要
員
と
し
て
、
こ
き
使
わ
れ

た
。

昭
和
二
十
年
七
月
一
日
付
軍
令
第
十
号
下
令
に
よ
り
、
満
州

第
六
一
二
部
隊
は
独
立
混
成
第
一
三
五
旅
団
に
改
編
さ
れ
た
。

旅
団
司
令
部
は
今
ま
で
の
北
鎮
台
守
備
隊
本
部
に
置
き
、
浜
田

十
之
助
少
将
が
新
任
の
旅
団
長
に
な
っ
た
。
旅
団
の
規
模
は
歩

兵
四
個
大
隊
（
歩
兵
砲
、
機
関
銃
各
一
個
小
隊
配
属
）

、
砲
兵

一
個
大
隊
、
工
兵
隊
一
個
中
隊
、
通
信
隊
、
自
動
車
輌
部
隊
、

野
戦
病
院
、
挺
進
大
隊
の
大
編
成
で
、
兵
員
は
約
六
千
人
に
ふ

く
れ
上
が
っ
て
い
た
。

旅
団
は
総
力
を
挙
げ
て
新
陣
地
を
構
築
し
た
。
国
境
か
ら
チ

チ
ハ
ル
、
孫
呉
地
区
に
至
る
要
衝
二
站
部
落
の
山
中
に
、
ソ
連

軍
の
侵
攻
を
に
ら
ん
だ
防
衛
陣
地
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。
私
達
は
銃
を
シ
ャ
ベ
ル
、
ツ
ル
ハ
シ
に
持
ち
変
え
壕
を

掘
っ
た
。
時
に
は
帰
営
の
夢
を
見
た
。
そ
の
夢
が
■
琿
陣
地
正

門
の
衛
兵
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
実
現
し
た
。
衛
兵
勤
務
中
、
敵
ス

パ
イ
曳
光
弾
に
脅
か
さ
れ
た
。

あ
る
時
、
北
安
の
陸
軍
監
獄
か
ら
八
路
軍
の
ス
パ
イ
が
脱
走

し
、
厳
重
な
る
警
戒
を
す
る
と
共
に
、
ソ
連
軍
侵
入
近
し
の
感

を
深
く
し
た
。



昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
旅
団
長
閣
下
の
作
業
進
捗
状
況
の

視
察
が
あ
る
と
い
う
の
で
作
業
に
一
段
と
熱
が
入
っ
た
。

突
如
、
全
軍
に
非
常
呼
集
が
か
か
っ
た
。「
作
業
中
止
、
中

隊
本
部
前
庭
に
集
合
」

、
矢
崎
中
隊
長
は「
ソ
連
が
宣
戦
布
告

し
て
き
た
。
黒
河
、
■
琿
の
正
面
を
渡
河
侵
攻
中
、
直
ち
に
帰

営
、
陣
地
に
入
れ
」
厳
し
い
表
情
だ
っ
た
。

戦
争
、
戦
争
と
大
騒
ぎ
の
中
で
軍
装
を
整
え
、
■
琿
屯
営
へ

と
集
結
し
た
。
間
も
な
く
上
空
に
敵
機
。
大
型
機
を
小
型
機
二

機
が
囲
み
■
琿
方
向
へ
飛
行
、
我
が
隊
は
路
傍
の
山
林
に
退
避

し
た
。
屯
営
は
既
に
敵
が
占
領
し
て
い
る
の
で
陣
地
へ
向
い
、

夜
が
明
け
る
頃
陣
地
に
到
着
し
た
。
第
二
中
隊
の
守
備
す
る
南

山
も
混
乱
を
き
わ
め
た
。
留
守
要
員
は
不
眠
不
休
で
中
隊
全
員

の
軍
衣
袴
を
は
じ
め
、
機
械
の
搬
入
、
武
器
弾
薬
の
補
充
、
糧

秣
は
敵
に
使
用
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
在
庫
全
部
を
運
ぶ
よ
う

命
令
さ
れ
た
が
、
留
守
だ
け
で
は
そ
の
半
分
も
運
び
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
、
戦
況
は
刻
々
に
不
利
、
見
下
ろ
す
江
岸
都
市
黒
河
の

市
街
は
猛
炎
に
包
ま
れ
、
眼
下
の
江
岸
監
視
■
も
ま
た
火
の
手

が
上
が
っ
て
い
る
。
敵
は
黒
河
周
辺
の
我
が
軍
施
設
を
次
々
に

撃
破
し
て
迫
っ
て
き
た
。
迎
え
撃
つ
我
が
軍
は
、
主
力
を
■
琿

陣
地
に
置
き
、
嫩
江
街
道
の
要
衝
二
站
陣
地
を
長
島
砲
兵
少
佐

の
指
揮
の
挺
進
二
個
大
隊
、
砲
兵
小
隊
、
工
兵
小
隊
で
固
め
、

援
軍
と
し
て
山
神
府
下
士
官
候
補
者
隊
か
ら
一
個
大
隊
が
加
わ

り
敵
の
南
下
に
備
え
た
。

孫
呉
の
第
四
軍
司
令
官
は
、「
第
一
三
五
旅
団
の
主
力
は
二

站
に
置
い
て
敵
の
南
下
を
阻
止
せ
よ
」
と
命
じ
た
が
、
浜
田
旅

団
長
は
未
完
成
の
二
站
陣
地
へ
主
力
を
配
備
す
る
作
戦
を
採
ら

な
か
っ
た
。
結
果
的
に
そ
れ
が
よ
か
っ
た
。
我
が
軍
の
損
害
は

少
な
く
敵
軍
に
多
大
の
打
撃
を
与
え
た
。

■
琿
陣
地
に
は
、
開
戦
時
避
難
で
き
な
か
っ
た
一
般
邦
人
と

軍
人
軍
属
の
家
族
が
多
数
収
容
さ
れ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
爆

の
手
配
も
さ
れ
て
い
た
。
旅
団
長
夫
人
を
先
頭
に
夫
人
た
ち
は

一
丸
と
な
っ
て
軍
に
協
力
、
爆
撃
、
砲
撃
の
合
間
を
ぬ
い
将
兵

に
食
事
を
届
け
た
。

八
月
十
日
か
ら
天
候
激
変
し
、
両
軍
戦
意
を
そ
が
れ
、
単
調

な
砲
撃
戦
の
み
。
少
数
の
敵
兵
が
市
内
に
潜
入
し
、
貨
物
■
等

に
放
火
す
る
の
が
散
見
さ
れ
た
。



八
月
十
一
日
も
雨
。
敵
の
一
部
が
陣
地
南
の
公
別
拉
河
を
渡

河
し
、
戦
車
を
先
頭
に
主
陣
地
北
方
へ
侵
攻
し
て
き
た
が
、
我

軍
は
正
確
な
砲
撃
と
肉
薄
攻
撃
で
こ
れ
を
撃
退
し
た
。

八
月
十
二
日
よ
う
や
く
雨
が
止
む
。
遠
目
に
敵
の
砲
列
や
戦

車
を
と
ら
え
た
。
我
軍
の
砲
兵
隊
は
、
主
力
の
十
五
榴
を
は
じ

め
、
十
榴
、
十
加
の
砲
の
大
半
を
南
方
戦
線
へ
移
転
さ
れ
た
ば

か
り
で
、
ま
た
現
在
の
十
榴
、
十
加
も
南
方
へ
送
る
た
め
駅
の

貨
車
へ
積
み
込
ん
で
あ
っ
た
の
を
ソ
軍
の
侵
入
で
急
遽
、
元
の

陣
地
へ
運
び
揚
げ
た
も
の
で
、
わ
ず
か
数
門
し
か
残
っ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
反
撃
を
控
え
め
に
し
砲
を
守
っ
た
。

私
は
南
山
陣
地
で
引
原
軍
曹
率
い
る
第
三
小
隊
要
員
と
し
て

南
丘
陣
地
の
一
角
を
占
領
し
て
守
備
に
つ
い
た
。
装
備
は
軽
機

一
、
擲
弾
筒
二
、
肉
薄
攻
撃
用
十
キ
ロ
急
造
爆
雷
十
個
、
手
榴

弾
、
九
九
式
小
銃
の
み
。
こ
の
貧
弱
な
武
器
で
ソ
連
の
機
械
化

兵
団
と
戦
う
の
だ
。
頼
み
は
旺
盛
な
士
気
と
大
和
魂
の
み
。
高

揚
し
て
行
く
敵
愾
心
が
高
ぶ
っ
て
き
た
。

八
月
十
二
日
、
黒
河
に
上
陸
し
た
敵
の
主
力
部
隊
は
、
陣
地

正
面
か
ら
渡
河
し
た
部
隊
と
合
流
し
て
■
琿
市
内
に
展
開
、
陣

容
を
整
え
、
翌
十
三
日
か
ら
本
格
的
攻
撃
を
開
始
し
た
。
十
数

機
の
敵
機
は
急
降
下
爆
撃
を
繰
り
返
し
、
地
上
か
ら
の
砲
弾
は

異
様
な
唸
り
声
を
た
て
て
飛
来
し
た
。
更
に
黒
龍
江
上
に
集
結

し
た
敵
江
上
艦
隊
は
東
山
陣
地
へ
集
中
砲
火
を
浴
び
せ
て
き

た
。
こ
れ
に
対
し
我
が
方
は
堅
固
な
掩
体
壕
内
に
避
難
、
敵
の

猛
攻
撃
も
ほ
と
ん
ど
殺
傷
力
が
な
か
っ
た
。

一
方
、
敵
戦
車
集
団
は
内
陸
部
へ
の
侵
攻
を
急
ぎ
、
陣
地
を

素
通
り
し
て
嫩
江
街
道
を
南
下
し
て
い
っ
た
。
私
の
い
た
陣
地

は
街
道
か
ら
約
二
キ
ロ
と
近
い
の
で
戦
車
の
轟
音
が
と
き
に
激

し
く
聞
こ
え
て
き
た
。

敵
戦
車
の
行
く
手
約
五
十
キ
ロ
の
二
站
に
は
長
島
少
佐
指
揮

の
部
隊
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
迎
え
撃
つ
、
我
軍
の
火
砲
は
敵

戦
車
に
通
ぜ
ず
、
敵
戦
車
の
火
砲
で
我
軍
は
損
害
を
受
け
た
。

そ
の
中
を
敵
戦
車
は
悠
々
と
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め

急
遽
肉
薄
攻
撃
に
切
り
換
え
攻
撃
を
続
行
し
た
。
兵
は
道
路
脇

に
自
分
の
■
壷
を
掘
り
、
十
キ
ロ
の
急
造
爆
雷
を
背
負
っ
て
身

を
隠
し
敵
戦
車
が
通
過
す
る
前
に
飛
び
込
ん
で
自
爆
し
て
い
っ

た
。
轟
音
と
と
も
に
戦
車
は
停
止
す
る
が
再
び
動
き
出
し
て
い

く
。
命
を
投
げ
た
多
数
の
肉
攻
兵
士
た
ち
、
こ
れ
が
戦
場
の
実



の
姿
で
あ
る
。

二
站
で
は
八
月
二
十
二
日
の
停
戦
ま
で
約
一
二
〇
〇
人
の
将

兵
が
多
大
の
損
害
を
も
の
と
も
せ
ず
、
凄
惨
な
死
闘
を
続
け

た
。主

陣
地
の
北
鎮
台
は
完
全
に
包
囲
さ
れ
、
昼
間
は
砲
爆
撃
、

夜
陰
に
な
る
と
敵
歩
兵
部
隊
が
陣
地
に
迫
り
、
白
兵
戦
の
末
、

そ
の
都
度
撃
退
し
た
。
我
軍
も
積
極
的
に
夜
襲
を
し
か
け
た
。

各
隊
か
ら
挺
進
切
込
隊
が
出
撃
し
て
敵
幕
舎
へ
切
り
込
み
、
戦

車
等
を
爆
破
す
る
等
の
戦
果
を
挙
げ
、
分
捕
っ
た
自
動
小
銃
を

肩
に
帰
陣
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
都
度
、
尊
い
犠
牲
が
で
た
。

開
戦
前
夜
の
衛
兵
司
令
の
穴
田
軍
曹
も
切
込
隊
長
と
し
て
戦

死
さ
れ
た
。
我
が
中
隊
で
は
五
日
入
隊
の
白
崎
二
等
兵
が
敵
戦

車
に
肉
攻
を
敢
行
、
散
華
し
、
二
階
級
特
進
に
な
っ
た
。

私
の
い
た
陣
地
は
南
方
に
湿
地
帯
を
見
下
ろ
し
、
敵
戦
車
の

爆
走
し
て
い
る
嫩
江
街
道
ま
で
一
本
の
軍
用
道
路
が
通
じ
、
距

離
は
約
二
キ
ロ
だ
。
湿
地
帯
の
せ
い
か
狙
撃
兵
の
狙
撃
か
ら
免

れ
た
が
連
日
の
砲
爆
撃
の
た
め
食
事
も
ま
ま
な
ら
ず
、
空
腹
と

疲
労
が
つ
の
っ
て
い
っ
た
。

二
キ
ロ
先
の
陣
内
に
通
じ
る
地
点
は
、
先
端
陣
地
で
も
最
重

要
地
点
の
徒
溝
子
陣
地
で
あ
る
。
死
守
を
命
令
さ
れ
た
第
七
中

隊
飯
塚
隊
に
対
す
る
敵
の
攻
撃
は
、
八
月
十
六
日
か
ら
次
第
に

激
し
く
な
り
、
彼
我
の
銃
声
が
絶
え
間
な
く
耳
を
打
ち
、
居
て

も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。

夜
明
け
に
な
る
と
決
ま
っ
て
照
明
弾
が
上
が
る
。
飯
塚
隊
の

切
込
隊
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
た
。
敵
は
多
大
の
損
害
を
受
け

な
が
ら
も
攻
撃
の
手
を
ゆ
る
め
な
い
。
飯
塚
隊
も
戦
死
者
続

出
、
中
隊
長
も
遂
に
十
九
日
に
戦
死
さ
れ
た
。

「
本
部
伝
令
で
、
水
を
く
れ
」
と
駆
け
込
ん
で
き
た
一
等
兵

の
軍
衣
は
血
で
真
っ
赤
に
そ
ま
り
、
安
全
栓
を
抜
い
た
手
榴
弾

を
持
っ
て
手
は
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
た
。

二
十
日
に
一
個
小
隊
の
援
軍
が
駆
け
つ
け
て
き
た
時
、
既
に

全
滅
に
近
く
、
生
き
残
っ
た
兵
は
僅
か
数
人
の
み
だ
っ
た
。

徒
溝
子
陣
地
を
粉
砕
し
た
敵
は
明
日
に
も
陣
内
に
突
入
す
る

勢
い
だ
っ
た
。
我
が
第
二
中
隊
は
こ
れ
に
備
え
、
極
度
に
緊

張
、
武
器
、
弾
薬
等
を
総
点
検
、
再
点
検
し
た
。
腹
が
減
っ
て

は
戦
い
は
で
き
な
い
の
で
、
食
事
も
十
分
に
と
っ
て
明
日
の
戦

闘
に
備
え
た
。
こ
の
日
、
不
幸
に
も
初
年
兵
の
福
田
二
等
兵
が



敵
砲
弾
の
破
片
で
下
顎
を
砕
か
れ
重
傷
を
負
っ
た
。
担
ぎ
こ
ん

だ
洞
窟
内
の
仮
設
病
院
は
足
の
踏
み
場
も
な
い
程
、
傷
病
兵
で

■
れ
、
そ
の
呻
き
声
が
洞
窟
内
に
こ
だ
ま
し
て
心
が
痛
ん
だ
。

八
月
二
十
一
日
に
な
っ
た
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
砲
声
が
や

み
、
不
思
議
な
静
か
さ
が
戦
場
に
漂
っ
た
。

我
が
中
隊
は
こ
の
日
を
期
し
て
敵
と
の
決
戦
に
備
え
て
い
た

が
敵
に
そ
の
動
き
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
中
隊
本
部
の
司
令

の
な
い
ま
ま
壕
内
で
い
つ
で
も
戦
闘
で
き
る
よ
う
待
機
し
て
い

た
。停

戦
の
知
ら
せ
が
き
た
。

全
員
一
斉
に
壕
を
飛
び
出
し
た
。
小
隊
長
は
中
隊
本
部
へ
急

行
し
た
。
か
ね
て
か
ら
玉
砕
部
隊
と
呼
ば
れ
、
明
日
の
生
命
も

さ
だ
か
で
な
い
状
況
の
中
で
の
停
戦
命
令
、
言
葉
に
な
ら
な
い

安
心
感
と
喜
び
に
天
を
仰
ぎ
大
き
く
呼
吸
し
た
。

八
月
十
五
日
、
終
戦
の
大
詔
を
受
け
て
孫
呉
の
軍
司
令
部
は

こ
れ
を
受
諾
、
麾
下
軍
団
に
打
電
し
た
が
、
不
幸
に
も
■
琿
と

は
早
く
か
ら
通
信
途
絶
の
た
め
戦
闘
が
続
行
、
十
五
日
以
降
も

彼
我
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
た
。

停
戦
の
軍
使
を
受
け
入
れ
た
師
団
長
は
、
八
月
二
十
二
日
停

戦
を
決
断
さ
れ
、
正
午
を
期
し
各
陣
地
に
白
旗
が
掲
げ
ら
れ

た
。そ

の
後
、
武
装
解
除
―
シ
ベ
リ
ア
抑
留
―
復
員
と
な
り
ま
す

が
、
長
く
な
る
の
で
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
こ
と
は
後
日
改
め
て

お
話
し
し
ま
す
。

強
制
抑
留
の
序
曲

赤
痢
を
克
服
し
労
働
　 

三
重
県
　
茶
本
光
義
　 

満
州
で
は
ソ
連
軍
が
、
日
ソ
の
不
可
侵
条
約
を
破
っ
て
越
境

し
、
満
ソ
国
境
で
は
激
烈
な
戦
闘
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
我
々

兵
隊
に
と
っ
て
は
寝
耳
に
水
で
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
、
停

戦
、
終
戦
と
な
り
、
精
鋭
を
誇
っ
た
関
東
軍
は
矛
を
収
め
、
連

合
軍
の
軍
門
に
下
り
、
そ
の
指
示
に
も
と
づ
い
て
軍
命
が
出
ま

し
た
。
満
州
で
は
軍
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
在
満
邦
人
も
お




